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	 第 3 章では、結果的な位置合いの〈透明さ〉からは一歩下がって広く見渡し、そもそも
筆者の絵というものがどのようにして始まりどう続いていくのか、その生成の過程について
考察し、次の展開に繋げるために現状の問題点を洗い出す。 


















































































































	 	 	 	 	  


































	 	 	 	  










































































































































































                                                   
2 土肥美夫『抽象絵画の誕生』株式会社白水社，1984 年，pp.30-39 




































                                                   
4 針生一郎「日本画の抽象おぼえ書き」，天野一夫『日本画の抽象—その日本的特質』品川文 
	 化振興事業弾 O 美術館，1994 年，p.4 
5 針生一郎「日本画の抽象おぼえ書き」，天野一夫『日本画の抽象—その日本的特質』品川文 





























































































































                                                   








矢萩喜従郎『平面 空間 身体』誠文堂新光社，2000 年，p.42 
8 「ヨコ長の見え」・「タテ長の見え」 

































                                                                                                                                                     
	 	 	  
	    両図とも  矢萩喜従郎『平面 空間 身体』誠文堂新光社，2000 年，p.49 
9 矢萩喜従郎『平面 空間 身体』誠文堂新光社，2000 年，p.88 





	 	 	 図 11 
 
 
	 	 	 図 12 
22 
 
	 	 	 	 	  





























































































   






































































































































































































































    	  
	 図 17	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	    図 18 
 
 





                                                   
12 佐藤道信「狩野芳崖と横山大観」，『日本美術館』株式会社小学館，1997 年，pp.912-913 




















                                                                                                                                                     
株式会社講談社，1992 年，p.173 





『日本画大成	 明治篇』東方書院，1932 年 
『日本画大成	 大正篇』東方書院，1933 年 
『日本画大成	 昭和篇』東方書院，1933 年 
33 
 
	 	 	 	 	 	 	  










































	 図  22 	  図  23 
 
それでも、会場芸術15と呼ばれるような動向に及んでからは、〈日本画〉はその作品の強
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	 画局名古屋企画部，1997，pp.166-168 
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第 3 章	 透明とイメージの生成 
 
本章の目的 
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	 	 人は、提示された一枚の絵画の、例えば、フォーマルな観点からでも、あるいは、内容至 
	 上主義的な観点からでも良いが、それを分析し得る権利を持つ。だがそれは、果してその絵 
	 画を分析したことになり得るのだろうか。 
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ある。日本でも Luminous Orange や COALTAR OF THE DEEPERS などのバンドが 90
年代前半から活動を開始していった28。Supercar が広く知られているバンドの一つだと思
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第 2 節	 絵画要素の再考察 
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第 3 節	 さらなる検証と探求 
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	 以上が本論の主な内容であるが、記した内容のうち、特に第 1 章などは過去作品の分析
が主で、実制作とは時間的に若干の開きがあった。しかし、そこで考えたことが次の作品に










































	 	 	 	 ほんたうに、かしはばやしの青い夕方を、ひとりで通りかかつたり、十一月の山風	  
	 	 	 のなかに、ふるへながら立つたりしますと、もうどうしてもこんな気がしてしかたな 
	 	 	 いのです。ほんたうにもう、どうしてもこんなことがあるやうでしかたないといふこ 
	 	 	 とを、わたくしはそのとほり書いたまでです。 
	 	 	 	 ですから、これらのなかには、あなたのためになるところもあるでせうし、ただそ 
	 	 	 れつきりのところもあるでせうが、わたくしには、そのみわけがよくつきません。な 
	 	 	 んのことだか、わけのわからないところもあるでせうが、そんなところは、わたくし 
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一範先生、大野俊明先生、西田眞人先生、浅野均先生、日影圭先生、川嶋渉先生、三橋卓先
生には、長期に渡りご指導を頂きましたことを感謝いたします。 
	 論文執筆においては、本学総合芸術学科日本美術史教授の田島達也先生には多くのご助言、
ご指導を頂きました。また、突然のお願いにも関わらずあたたかく取材をお引き受けくださ
った東京藝術大学絵画科日本画第一研究室教授である齋藤典彦先生、武蔵野美術大学日本画
学科教授である尾長良範先生には、考察を深める上で大変興味深い示唆を与えて頂きました。
誠にありがとうございました。 
	 審査員として、龍谷大学文学部哲学科教授である魚住洋一先生、本学美術科油画専攻教授
である渡辺信明先生には、私の狭い視野や未熟な考えを打ち破るようなご指摘と、新たなも
のの見方、考え方を与えて頂いたと感じております。心より感謝いたします。 
	 また、作品制作においては、本学工芸科漆工専攻教授である大矢一成先生、非常勤講師で
ある公庄直樹先生には、私の突拍子もない案を実現するため多大なるお力添えを頂きました。 
審査における展示の際には、本学油画専攻教授である赤松玉女先生、同じく油画専攻教授で
ある法貴信也先生に、今後のための示唆に富んだ多くのアドバイスを頂きました。また、非
常勤講師である福永一夫先生には、論文のためのみならず今後の財産になるような作品の写
真を撮るよう、複写に関する多くのご指導を頂きました。誠にありがとうございました。 
	 大変多くの方々のサポートを受け、ここまで執筆を進めてきましたが、中でも、本学の事
務課の方々、設備・清掃部の方々、館内見回りの際にいつも声をかけてくださった守衛室の
方々、毎日笑顔で対応してくださった食堂・購買部の方々には、日常的に大変お世話になっ
ておりました。博士課程の 3 年間を濃密に過ごす中、大学構内にいらっしゃる方々が日々
変わらぬ対応をしてくださることによって、私は精神的な面を強固に支えられていたと実感
しています。これは、私にとって大変重要なことでありました。本当に、ありがとうござい
ました。 
	 最後に、制作に関して良き対話相手になってくださった先輩方、私を励まし続けてくれた
友人たち、どんな時でも激励し見守り続けてくれた家族に深く感謝いたします。 
